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兵庫地理 53 2008 

インド・新興工業団地近接農村における宗教空間の変容

マディヤ・プラデーシュ州インドールの近郊農村を事例に

1 .はじめに

近年、急激な経済活展を遂げつつあるインドは、世

界中に優れた IT技術者を送り出すなど、経済的に

大きな注目を集める -JIで、「ヒンド、ウー教」ど呼ば

れる独特の宗教的世界が根付し、ていることで知られ

る。インド人 i二|の 8 害1] を ~j~.めるとされるヒンドゥー

教徒は、食生活やは々の祈りだけでなく、年中行事

や冠婚葬祭、ライブスタイルや人生観に至るまで、

幅広く多様なヒンド、ウー教がJ世界観の中で生きてい

る。グローパリぜーションや経済発展の影響はイン

ド国内の大都市のみならず、地方都市や農村部にも

様々な変化をもたらしているが、そうした変化は、

経済的な側面だけでなく、都市/農村のヒンドゥー

教的な日常空間においても様々な変化をもたらして

いるのである。

関根 (2003)は、インド南東部の大都市チェンナ

イ(マドラス)の歩道空間において、歩道寺院と呼

ぶべき桐の設置と移設をめぐるせめぎ合いを取り上

げながら、路上に暮らす下位カーストの人びとが、

都市計画や行政権力との闘し¥を日々くり返すことで、

「非・場の場」を構築している状況に着目している。

関根によれば「非-場」とは、アンリ・ルブェーブル

(2000)が国家や資本や科学が日常空間に及ぼす力

の作用を「空間の表象Jと呼び、マルク・オジェ

(2002)が「アイデンティティも他者との関係も、

歴史も象徴化されていないような空間jを「非・場所J

と呼んだものがイメージされている。つまり、経済

発展に伴い道路の立体交差(フライオーバー)や街

路の整備が急速に進められているインド大都市の路

上は、「非ー場」と呼ぶべき都市の権力が生み出した

空間であり、人びとが多様な交通手段によって通過

することを目的として造られた空間である。しかし、

そうした路上に暮らす下位カーストの人びとは、歩

道の樹木に神性を見出したり、夢の中で受けたお告

げに従うなどして、ヒンドゥーの神を杷る嗣=歩道

寺院を形成している。関根によれば、過去20年間、
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チェンナイ市内における歩道 \lj~院は急増し、現在確

認することができるものだけで、 1600を超える歩道

寺院が存在しているとしづ n これらの歩道寺院は、

都市に暮らす多くの人びとの信仰や篤志によって文

えられ、中には、歩道 1:.の小さな嗣だったものがごj二

院としての体裁を整えるに歪るものまで現れる。病

気が治った、幸運が訪れた等の霊験請は遠隔地から

の参詣者を集め、それらの歩道寺院に対しては、歩

道や道路整備等を合む都市計画事業の遂行過程にお

いて容易に立ち退きを求めることができない。関根

は、歩道寺院は下位カーストの人びとが都市権力を

捉え返すための対抗関係を築く拠点であり、自動車、

多様な速度の交通と無数のパースベクティブが交錯

するインド、大都市の路上に溢れる活力やエネルギー

を示すものであり、ブリコラージュ 1)が展開する世

界の現れであると位置づけている。

関根は、こうした歩道寺院の存在を<都市的なる

もの>2)としづ枠組みにおいて捉える一方で、こう

いったく都市的なるもの>は、都市で、あっても農村で

あっても同様に見出されるべきものであると述べて

いる。それはつまり、「都市の中に村落があり、村落

の中に都市があるというポストモダンな状況」を想

定した上でのく都市的なるもの>で、ある。オジェやミ

シェル・ド・セルトー (1987)を参照しながら提示さ

れた「非-場」の対照項として関根が提示したのは、

タミル語における「ウール」としづ言葉である。そ

れは、日本語における「ムラ」や「わが場所」とい

う意味を持っと同時に、オギュスタン・ベルクの「通

態性」にも通じる概念であり、都市/農村という区

別を超越したものとして理解することができるとし

ている。

本稿では、関根が示したような、<都市的なるも

の>とし寸枠組みや、「ウール」としサ語にもとづい

た「場Jr非・場Jのあり方を意識しつつ、急激に工

業化が展開するインドの都市郊外の農村における宗

教空間の変容について論じるものである。インドで
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は、ジャーティりati) 3) と呼ばれる強固な階層社

会が現在も維持されているが、工業団地の成長に伴

う経済的な影響が、村内における宗教空間や社会関

係にどのような変化をもたらすのか、という点に関

心を寄せるものである。

2.事例地域の概要

インドの経済発展や工業化については、岡橋

(2003)をはじめとした数多くの研究が蓄積されて

きた。本稿において取り上げるマディヤ・プラデー

シュ (~adhya Pradesh)州の都市インドール

(lndore)市郊外に位置するチラカーン村について

も、既に南埜(1997)、津 (1997)、荒木 (1997)

らによって詳細な調査が行われ、報告されている。

以下、南埜 (1997)、津(1997，1998)によるチラカ

ーン村についての報告に依拠しながら、1996年当時

のチラカーン村の概要を示す。特別な断りがない限

り、以下は 1996年 11・12月に行われた南埜、津、

荒木らによる調査にもとづいたチラカーン村につい

ての概要である。

チラカーン村は、マディヤ・プラデーシュ州西部

に位置する都市インド}ル市の南西24kmの距離に

位置する農村である。村の周囲には標高 500・600メ

ートル程度の平坦な台地上に農地が広がる。村の南

西約 3kmには国策によって作られたインド最大級

の新興工業団地であるピータンプール工業成長セン

ターが立地している。チラカーン村の人口は、 1996

年の統計によれば世帯数 215、人口は 1234人とさ

れ、当時の調査の結果、住民全体のうち旧住民が約

96%を占めており、村内には 14のジャーティが見

出された。主なジャーティの特徴と男子の職業につ

いては次の通りである。まず最上位のジャーティで

あるブラーミン (Brahmin)は、寺院における祭杷

を行うほか、自作農と底舗経営、運転手、常勤工場

労働者に従事している。村の人口の約半数を占める

ドミナントカーストであるカティ(Khati)は、後

進諸階級であり、自作農が卓越するが、常勤工場労

働者も多い。ブラーミンとカティは村の地主層であ

るほど農業経営の中心であり、村の中心より南半分

に混在しながら暮らしている。後進諸階級には、ジ

ャーティ固有の伝統的職業としての散髪業に従事す

るナーイー(Nai)や、大工業のパンチャル(Panchal)
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図1 インドにおけるマヂィヤ・プラデーシュ州(MP

州)とインドール市の位置

が存在し、彼らは工場労働者となるケースは少ない。

またバグリ (Bagri)、パライ (Balむ)、チャマール

(Chamar)は指定カースト、ビール (Bh泣)が指

定トライブである。チャマールの男子は農業労働者

と常勤工場労働者に、パグリは農業労働者と日雇い

工場労働者、バライは零細自作農、指定トライブの

ヒ守ールは農業労働者と工場や建設・運搬などの雑業

労働者となっている。一方で、女'性については、多

くが家事に従事しているとされるが、カティでは自

作農、バグリまたはヒ、、ールで、は農業労働者が比較的

多いとされ、工場に労働者として雇用される女性は

希である。後進諸階級及び指定カーストと指定トラ

イブは、ともに政府による種々の補助事業の対象と

なっている。たとえば近年、村内にビールを対象と

した住宅が政府の補助によって新たに建設されると

いったように、各種の補助が政府から提供されてい

る。なお、村落空間の構成としては、集落の中心部

分には、ヒンドヮー教のスリラン寺院と呼ばれる寺

院が置かれ、ラクシュミとシーターと呼ばれる神々

が祭られている。村の中心より北側にはチャマール、

ビール、パク、りがそれぞれに住み分け、ジャーティ

ごとに特定のエリアを形成している

(i畢，1997，1998・南埜，1997)。なお、工業労働者が

新住民として流入しており、彼らは単身または家族

と共に賃貸住宅等に暮している。
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教育水準については、一般的なインド農村の特徴

と同様、男女聞の教育水準の格差が大きく、 1996

年段階では文盲の女性が過半数を占めている。男性

においては、ジャーティによる教育水準の差は歴然

としており、ブラーミンとカティは前期中等教育を

受けている比率が高く、一部には大学進学者も存在

している。指定カーストの中ではチャマールは教育

水準が高いものの、指定カーストのバグリや指定ト

ライブのビールは、男子においても文盲者の比率が

最も多く、教育を受ける機会が極めて少ない。南埜

(1997)によれば、約 200年前に多くのカティが流

入してきた時期に形成された社会秩序が現代まで維

持されてきたが、1981年から開発の進められてきた

ピータンブ。ール工業成長センターの影響が、チラカ

ーン村にとって大きな転換点となるのではなし 1かと

されている。

ピータンブOーノレ工業成長センターは、無工業県の

低開発地域に政策的に誘導された新規造成の大規模

工業団地である。同団地には 1983年以降、重化学、

自動車、機械部門を中心とした多数の工場が新規立

地され、その結果、工業労働者や工場から派生した

建設・運搬業務に従事する雑業労働者等の雇用機会

が創出された。団地周辺では、常勤の工業労働者の

ための住宅団地が形成されると同時に、雑業労働者

の居住するスラムも形成され、食堂、露天商が多数

立地した。さらに事業所向けのサーピ、ス業労働力需

要、野菜や牛乳などの生鮮食料需要が増加したとさ

れる(南埜，1997)0 なお、 南埜 (2007)によれば、

2001年にはインドール市の人口は 151万人に達し

ており、内陸の地方都市として著しい発展を遂げて

いる。また同村では、 1996年の調査時より、濯概農

業の発展に伴う地下水の枯渇や、工業センターの形

成に伴う地下水の汚染等が問題化しているとし 1うO

3. インドにおけるヒンドゥー教の概要

山下 (2004)によれば、インドとパキスタンが分

離独立する以前、ヒンドゥーとムスリムは3対 1の

割合で、あったが、現代インドにおけるヒンドゥー教

徒は 80.5%(6.9億人)と圧倒的多数であり、イス

ラム教徒が 13.4%(1.4億人)、キリスト教徒が 2.3%

(2400万人)、仏教徒が 0.8%(800万人)、ジャイ

ナ教徒が 0.4%(480万人)で、あるという。また山

下・岡光 (2007:25・26)によれば、近代に至るまで、

インドには「ヒンドゥー教Jとしづ語葉は存在せず、

「インド人」とし、う明確な自己意識・帰属意識も存在

しなかったとされる。ヒンドゥー教としづ概念自体

が近代化の過程において構築された概念であるとい

う前提で説明するならば、山下・光岡の説明に従え

ば、ヒンドゥー教徒は「神話、儀礼体系、文化伝統、

生活形態、宗教観念、世界観、因襲に至るまで全て

が不可分に結びついた文化複合によって緩やかに規

定される集団jである。ヒンドゥー教の成立や教義

については数多くの見解があるとされるが、過去に

外部から流入してきた民族-宗教と、各地域で土着的

に杷られてきた種々の神々が習合され、長い歴史を

経ながらヒンドゥーの神々が登場する神話の体系が

醸成されてきたと理解することができる。

ヒンドゥーの神々については、たとえばシヴァ、

ヴィシュヌ、ガネーシヤ、ラクシュミ、サラスヴァ

ティ、 ドヶルガ、ハヌマーン等、個々の名称を数多

く挙げることができる。神話や聖典、叙事詩等にお

いて、神々は時に化身となり、時に生まれ変わりと

なって複数の名や性格を有し、それぞれ別の神とし

て記られている。また地方ごとに人気のある神が大

きく異なっていることや、季節の行事ごとに異なる

神の祭りが行われている点、さらに、異なる宗教の

神や宗教者が、ヒンドゥーの神々の生まれ変わりで

あるとしづ位置づけがなされており、ヒンドゥーの

神々は極めて多様で複雑な宗教的感覚に立脚してい

ることが分かる。ヒンドゥー教によって規定された

ジャーティを通じて、かつては、彼らの経済力もジ

ャーティごとに固定的な状態で、あったが、近年では、

工業化や経済発展によって新たな現金収入の機会が

得られるようになったジャーティと、従来と変わら

ない生業を続けるジャーティが存在しており、ジャ

ーティ聞の格差が拡大しつつあることが指摘されて

いる(津，1997)0 

ここまで、チラカーン村の概要およびインドにお

けるヒンドゥー教の概要を示してきた。筆者は、

2007年 10月 13日から 10月 25日まで、チラカー

ン村内および村周辺にある石神の分布調査と住民へ

の聞き取りを行った。調査内容は、石神の位置、把

られた神の名前、由来、祭i配方法、祭前日期間等を確

認した。次章では、その調査結果を示す。
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4. チラカーン村における宗教空間の変容

1 )寺院の増築

村の中心部において、約200年前よりヒンドゥー

の神々を杷ってきたスリラン寺院は、1999年に新た

に建物が作られた。スリラン寺院は、村民全員から

の寄付によって、建物の増築と新たな神像を設置す

ることができた。村の住民は、祝い事や日々の祈り

の場として、この寺院を訪れ、祭j記者で、あるブラー

ミンによるプρジャ(祈祷)を受ける。また溜池の東

にある高台にある寺院では、ハヌマン(猿神)、タジ

ャ(蛇神)、ドウノレガ(女神)が把られており、現在

の寺院の建物は 1984年に造られたものであるとさ

れる。これらの寺院において、村の人びとは朝7時

から夜8時までの時間に自由に祈りを捧げることが

できるが、夕方、これらの寺院では鐘を鳴らし、人々

に祈りの時間を知らせている。通常、夕方の祈りの

時間は午後7時から午後8時までであり、自宅等の

祭壇でも祈りを捧げるとし、う。

聞き取りによれば、寺院の祭杷を司るジャーティ

であるブラーミンは、近接するピータンプール工業

団地の成長に伴う村の経済発展について肯定的な意

見を有していた。耕作者が工業労働者となり、その

結果、寺院も造築され、神像を新たに設置すること

ができ、村の人々もみな便利な生活を手に入れた。

近年の村の変化としては、耕作物が変わり、井戸が

増え、道路がコンクリートになり、賃貸用の住宅が

造られ、電気が通り、バイクやトラック、トラクタ

ーやジープなどが増えたことなどを挙げた。衣服や

食べ物も変化し、かつてはトウモロコシや小麦、立

が主な食物だ、ったが、最近では米、ジャガイモ、バ

ターなどが使われるようになったとし、う。

日常的な祭把以外には、たとえば村の上位カース

トであるブラーミンやカティの人びとが結婚すると

きにはスリラン寺院に参詣するとしづ。しかし、指

定カーストや指定トライブの人びとが結婚する際に

は、村の北東側の耕作地内にあるマリマタと呼ばれ

る洞(後述)に詣でて祈りを捧げるとされる。村外

への参詣については、村から約 1kmほど西に行っ

た山の上に、古くからシヴァ神の像が記られていた

が、隣のダール県の村がそのシヴァ神を祭るために

新たに建物を作り、毎年祭りの時期には、チラカー

ンキすからも住民が揃ってそのシヴ、ァ神の像に祈りに

写真1 スリラン寺院の祭壇(複数の神像や写真、祭把

具等が置かれている。津宗則氏撮影)

行くとし寸。

2)石神祭犯の充実化

ヒンドゥーの神々は、ブラーミンなどが祭記を司

る寺院に限らず、路傍に置かれた石や木の根もと、

岩などにも把られている。チラカーン村やインドー

ル市内で、は、関根が歩道寺院として示したような嗣

や寺院の形態を取るものだけでなく、朱色または赤

色に塗られた石を数多く認めることができる。それ

らはいずれも神像として、もしくは神の現れる場所

の目印としての役割を果たし、祭杷の対象とされて

いる。本稿ではこれらの、朱色に塗られた石の神を

「石神Jと称す。これらの石の由来については、古

くから杷られていて由来を確認することができない

ものも多かったが、近年新たに設置されたものにつ

いては、「山の上から、汚れていない清浄な石を持っ

てきて設置したjとの由来を確認することができた。

また本稿では、これらの石神がヒンドゥー教の体系

においてどのように位置づけられているのかという

ことや、人々の日常生活全体において、これらの石

神の祭杷がどのような意味や役割を持っているのか

という点については詳述しない。しかし、たとえば
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スリラン寺院

:カティ

:ビール

:チャマール
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:ブラーミン

: J ¥，ライ

: J ~ンチャル

:ナーイー

鰍

圃

富

岡

田
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B 

P 

.新住民.. 
⑭ 

⑮⑬⑫⑬は、村の北側の
耕作地内に点在している。

o 5ωn 

チラカーン村における石神の分布図2

(南埜 (1997)に示された図「チラカーン村における各ジャーティの居住分布」に、筆者による現地調査の結果を記入した

もの。⑬~⑬は、地図の範囲外の村の北側の耕作地内に点在している。村の南側の耕作地は未調査である。)
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写真2 インドール市内の石神の澗(街路樹の根もと

に石が置かれ、朱色に塗られている。)

山下・岡光 (2007)が、「田園地帯の神々JI不可触

民の寺」として、チラカーン村の石神に類似した石

の神を紹介していることや、 J11口 (2001)がネノミー

ルのカトマンズ盆地において人びとが神像にティカ

と呼ばれる赤い粉を付けて祈りを捧げる風景を取り

上げていることなどから、ヒンドワー教においては、

広く見られる風習であると推察することができる。

石神は朝夕の祈りの対象となり、様々な神の名が

それぞれの石に付けられておいる。なお、石神に塗

られた朱色の塗料は、チラカーン村においては、毎

年、雨季が終了するころに塗り直されているという。

調査結果にもとづき、図2ではチラカーン村におけ

る石神のロケーションを示し、以下の「石神の名称

一覧」において、図2に対応するチラカーン村にお

ける石神の名称、と、由来等について示した。

石神の名称一覧

①バイラヴジ(ビールの 1世帯): 3年前に自宅前に

設置。家族が所有。②が先にできたので、続けてこ

ちらにも設置した。

②パイラヴジ(ビールの 1世帯):宗教的な理由と

幸福を願って、5年前に自宅前に設置。家族が所有。

写真3 チラカーン村の石神(図2の⑩)(木の根元に

置かれた数個の石が朱色に塗られている。)

③ブートパパ&パイラブジ(ビールの 1世帯): 20 

センチ程度の大きさの二つの石を土の洞で、覆う。二

つの石は兄弟の神で、あるという。以前から把ってい

る。

④カルカ寺院(ビール):ビールの人たちが女神ドゥ

ルガを杷るための寺院。

⑤パイラヴジ(ビール):④の女神ドワルガを守り共

に闘う神。

⑥ピールバパ(村全体):ビールの男性の夢にお告げ

があり、村のために建てた。

⑦パリア・マハラジ(人名と推測される。カティの 1

世帯): 25年前に溜池で亡くなった男'性のためのに

溜池の縁に建てられた石神。今も月命日にその家族

が祈りを捧げている。

③パリア・マハラジ(人名と推測される。カティの 1

世帯):不明

⑨パイラブジ(カティ):古くから杷られている。カ

ティの人びとが祈りを捧げる。

⑮アジパル・マハラジ(カティ): 25年ほど前に⑨の

家が大きくなったために分家し、その際、新しい家

にも石神を杷りたかったために設置した。
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写真4 チラ力一ン村のハヌマン神(中央奥。溜池の

東にある高台の上にある寺院に杷られている。)

⑪ガデ、イワンパバ(村全体):不明

⑫バイラヴジ(カティ):⑮と同様の理由で、約 50

年ほど前に設置した。

⑬ベリ・ドゥンディマタ(村全体):耳が聞こえない

人が聞こえるようになった。耳の病気治癒を祈る。

7月1日にココナツやバナナを捧げる祭が行われる。

毎年異なる家族が供物を提供する。

⑭サトワマタ寺院:昔から杷っている。チャマール

の家族が毎月 15日に祈りを捧げている。結婚した

夫婦が、サリーや装飾品、ココナツなどを捧げる。

ヤギは捧げない。

⑬マリマタ(村全体):村の人びとが毎日祈りを捧げ

る。⑭と同様の捧げものをする。 2003年に村人から

の寄付によって屋根のついた桐が作られた。指定カ

ーストや指定トライブの人びとは、結婚の際にこの

石神に祈りを捧げる。チャマールの人びとはヤギや

お酒を捧げる。

⑬バリヴァジ(収穫の神):不明

⑫バリヴァジ(収穫の神):不明

⑬サティマタ(パグリ):昔、ある家族が祭把を始め

た。バグリの人びとがクルキデ、ヴィという神を祭る。

祈る方法は⑬や⑬と同じ。毎日花を供えている。

2007年の調査時、チラカーン村には、長年カティ

を中心にj記られてきた石神がある一方で(⑨⑬⑫)、

指定トライブのビーノレの人々によって新たに把られ

始めた石神の存在を確認することができた(①②③)。

また他の石神と同様の形態でありながら、溜め池で

写真5 チラ力一ン村の石神(図 2の⑪)(男性の自宅

の前に置かれた二つの石。土挨をかぶっているが、記られた

ものであるという。)

亡くなった人を杷るための目印のように置かれたも

のも存在している。それらは、亡くなった人の記憶

をとどめるためのものであり、池に落ちて亡くなっ

た人の家族が、今も月命日に祈りを捧げているとい

うことで、あった。つまり、石神が私的な出来事の記

憶装置としての役割も果たしていることが分かる

(⑦③)。一方で、個人的に杷られている石神が、放

置されたまま「ただの石」に戻りつつある状況も見

られた(③)。石神の祭把が中断・放棄された理由に

ついては不明で、あったが、石神の祭杷は寺院ほど安

定的ではなく、容易に設置される反面、常に祭杷が

中断される可能性もあるということを示している。

村の中心部にある寺院の建物は 10年ほど前に建

築されたが、⑬のマリマタと呼ばれる石神では、

2003年に屋根と柱によって雨を防ぐことができる

建物が造られた。指定カーストや指定トライブの人

びとが結婚する際には、このマリマタに詣り、祈り

を捧げるといい、建物の建設費用は住民らの寄付に

よって賄われたとし、う。

把られる神の種類は様々であるが、聞き取りによ

れば、⑬のベリ・ドゥンディマタや①②⑤⑨等のパ

イラヴジと呼ばれる神は、ベルー (Bheru) と呼ば

れる神であるとされ、女神ドゥルガを守り共に闘う

神であるという。そのため、 ドゥルガを把る寺院に

近い位置に設置されることが多いが、 ドゥルガ左は

関係なく村のあちこちに単独で杷られている。村の

人びとは、ベルー神には正午に祈りを捧げていると

いい、他の石神も、それぞれに祈る時間や特定の日
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チラカーン村の石神マリマタの洞(図2の

⑬) (屋根と柱は5年前に作られた。)

にち、供え物や生け賛のヤギを誰が捧げるのか等が

それぞれに決められている。調査結果に基づいて村

の石神を分類するならば、主に、ビールやノ〈グ、リ等

の指定トライブや指定カーストの人びとが祈る石神、

カティのみが祈る石神、特定の世帯が祈る石神、全

住民が祈る石神、というように分類することが可能

である。

西洋暦の毎年 10月または 11月には4)、村内のみ

ならず、インドール市の各地で、女神ドゥルガの祭

り「ナヴラトリ(ドウルガ、フ。ジャ)Jが盛大に行われ

ている。祭りの期間、人々は九夜に及ぶ断食(もし

くは、非菜食の人びとが菜食を行う)と祭礼を行う。

また十日目には、叙事詩『ラーマーヤナ』に登場す

るラーマ王子・が魔王ラヴ、アンを倒す神話にちなみ、

巨大な魔王のはりぼてを燃やし祝う(ダシャラ祭)。

祈りのために用意された女神ドウルガ、の像は、祭り

のフィナーレとして川に流されるという。ナヴラト

リの期間中、チラカーン村内では数箇所でドゥルガ

が把られていたが、獅子に乗ったドウルガ像はナヴ

ラトリの期間だけ安置され、日常的にはドワルガ像

は置かれていない。

5. おわりに

本稿を通じて示したチラカーン村における石神の

増加や宗教空間の充実化を端的に表現すれば、「祈り

の場」の充実化である。村全体を見渡せば、隣接す

るピータンプール工業成長センター関連の雇用や経

済規模の拡大、農業生産を通じて、人びとは経済的

写真7 女神ドゥルガの像(ナブラトリの最終日、 9夜

10日間にわたり杷られた女神ドクルガの像は村人が見守る

中、村人のトラックに載せられて村を去り、川に流される。)

な豊かさを手に入れつつあるように見える。もちろ

ん住民の現金収入や経済力は、既に津 (1997，1998)

が指摘しているように、住民全体に均等に増大して

いるわけではなく、ジャーティや学歴等と密接に関

連しながら不均等に展開し、ジャーティ問のさらな

る格差がもたらされている。工業労働力として直接

雇用される住民、流入する工業労働者に賃貸住宅を

提供して収入を得る住民、濯j既や耕作機械、長距離

輸送用トラックの導入によって商品作物の販売など

を手がける農家が収入を増大させている一方で、農

業労働力として僅かな日当を得ながら農業経営を支

える指定カーストや指定トライブの住民らが、村内

に隣り合って暮らしているのである。

そういった文脈において、チラカーン村の住民ら

は、指定カースト・指定トライブの人びとも含めて

自らの「場Jとしての宗教空間の充実化させている。

石神が設置され、維持される状況は、筆者(相

津，2005)が、日本の阪神・淡路大震災の被災地にお

ける地蔵祭把の維持や再生を、場所や記憶、社会の

相互作用から描き出した状況と共通する部分もある。

しかし、チラカーン村における寺院や石神の祭杷で

は、ジャーティごとの違いが厳密に定められている。

つまり、工業団地による「豊さ」が村にもたらされ

たことで、雇用や収入といった経済的な側面の格差

化が進むだけでなく、これらの宗教空間が充実する

ことで、ヒンドゥー教的な日常生活全般においても

ジャーティ聞の差異が再生産されることにつながる。
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工業団地は、隣接するチラカーン村に、二輪車が四

輪車に変わり、耕作牛がトラクターに変わる「豊か

さ」や利便性をもたらした。そのような経済的な「豊

かさ」は、日常生活の場としての宗教空間を充実化

させ、その結果、ジャーティ制度としづ階層間の差

異の再生産を下支えしているのである。村の寺院の

建設も、隣村の人びとが山の上のシヴァ神のために

作った建物も、各ジャーティや個人が所有する石神

の増加も、こうした経済的な「豊かさ」の増大と関

連させながら考える必要がある。

現段階のチラカーン村における宗教空間の展開に

おいては、関根(2003)が示した歩道寺院のように、

激しい交通が行き交う「非・場Jとしての歩道上で生

きられた「場」を構築する実践、といったような権

力との対抗関係やせめぎあいの状況を明確に見いだ

すことはできない。チラカーン村の宗教空間の充実

化は、一意的に「ウール」としての「場」が構築さ

れているようにも見える。しかも、山から石を運ん

で、色を塗って安置するとし、う比較的容易な方法によ

って、神々は顕現するのである。しかし、それらの

「ウールj としての「場Jを構成する宗教空間の充

実化は、隣接するピータンプール工業成長センター

による雇用やインドの経済の発展によってもたらさ

れている。その点では、関根の言う「非ー場」と「場J

が同じ空間に重層しせめぎ合う状況ではなく、「非・

場」としての性格を持つ工業団地が、隣接する村に

おける「場」の発展を下支えしているのである。た

だし、ジャーティ聞の不均等な「豊かさ」に基づく

「場」の構築は、経済的格差だけでなく、ヒンドゥ

ー教的な世界によって構成された日常生活や生活史

全般におけるジャーティ聞の格差や意識を拡大する

可能性を持つc その点では、都市的状況において下

位カーストと都市権力としづ構図から「場Jと「非-

場」のせめぎ合いを捉えるという視点とは別に、「場J

をめぐる村内の社会関係が、「非-場」としての工業

団地によってどのような影響を受け、どのような変

化をもたらすのか、といった視点が必要となるので

ある。

もちろん、本稿を通じて示したチラカーン村にお

ける宗教空間の変容がどのような帰結をもたらすの

かについては、筆者にはまだ見当もつかない。今後

は、たとえば①ローカルなヒンドゥー教的空間の充

実化は、近年台頭しつつあるヒンドゥーイズム(ヒ

ンドゥー・ナショナリズム)と関連する可能性があ

るのか、②石神の増加やジャーティごとの「場」の

充実化は、村の中心的な寺院の役割や意味に何らか

の変化を生じさせるのか、③個人・共同体それぞれの

「場Jの充実化は、世帯内、世帯問、ジャーティ内、

ジャーティ問、村内全体それぞれの社会関係や日常

生活にどのような影響を与えるのか、といった点に

関心を寄せていく必要があるが、これらについては、

より多くの材料に基づいた上で改めて検討されるべ

きものであろう。

付記

現地調査に際し、科研費「グローバリゼーション下

のインドにおける国土空間構造の変動と国内周辺部

問題J(代表者:広島大学岡橋秀典教授)の一部を使

用した。調査に際しては、神戸大学人開発達環境学

研究科の津宗則先生及び山口大学教育学部の荒木一

視先生をはじめ、多くのご協力やご助言を頂いた。

またGovt.Post Graduate College Alirajpur大学の

M.L.ナート先生及び Ujjain大学の院生諸氏、チラ

カーン村の住民の方々には記して感謝したい。

注

1) 専門技術者に頼らない日曜大工的手仕事。レヴ

ィ・ストロースは、既に手元にあるものを創造的に

組み合わせながらブリコラージュを行う人をブリコ

ノレールと呼んだ。一方、専門家による近代的なエン

ジニアリング的思考を「栽培された思考」と呼び、

ブリコラージュを生み出す「野生の思考」と対比し

た。

2) 関根 (2003，17)は、 k都市的なるもの>ないし

都市性とは、空間形態の問題ではなく、権力システ

ムの圧力の最前線での差異(斜度)を生き抜く実践

行為の内に現出するものである」と述べ、く都市的

なるもの>が都市における権力性に関わる実践行為

に着目するための枠組みであると説明している。

3) 津 (1998)は、ジャーティとは「ヒンドゥー教

徒の中の社会集団であり、結婚、食事、職業に関す

る厳格な規制のある排他的な集団」であるとし、「ジ

ャーティ聞には上下問の身分制度があるため、ヒン

ドゥ一社会は階層社会を構成し、ジャーティ内では
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相互扶助関係があるとしづ特徴を持つ」と説明して

いる。

4) インドの神々を杷る祭礼は、ヒンドゥ暦によっ

て決められており、九夜を意味する「ナヴラトリJ

は西洋暦の 10月または 11月に行われる。
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